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平成31年３月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

 

 

 平成30年８月14日に発表いたしました平成31年３月期 第２四半期累計期間の業績予想における 

予想値と本日発表の決算において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

   また、最近の業績動向を踏まえ、平成30年８月14日に発表した平成31年３月期 通期業績予想を 

  下記のとおり修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１． 平成31年３月期 第２四半期累計期間業績予想と実績の差異(平成30年４月１日～平成30年９月30日) 

                                       （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成30年８月14日発表)
７５０ ８０ ９５ ９０ ０.８９円

今 回 実 績 （Ｂ） ７２２ ２５ ６０ ４７ ０.４７円

増  減  額 （Ｂ － Ａ） △２８ △５５   △３５  △４３ ― 

増  減  率（  ％  ） △３.７ △６８.８ △３６.８ △４７.８ ― 

(参考)前年同四半期実績

（平 成 30 年 ３ 月 期 

第２四半期） 

５６７ △１６８ △１３９ △１４３ △１.４３円

 

差異の理由 

第２四半期累計期間につきましては、その主な理由として売上高につきましては、ほぼ前回の予想通

りとなりました。 

営業利益につきましては、不動産事業は予想通りの結果になりましたが、ニッケル事業において、Ｌ

ＭＥ価格の下落により在庫価格が、販売価格を上回ったこと。教育事業において、経費削減を図りまし

たが、生徒数が当初の予想を下回ったため売上が減少したことで、営業利益は前回予想を下回りました。 

受取配当金、有価証券評価益等を加味しましたが、経常利益、当期純利益は前回予想を下回りました。 
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２． 平成31年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 30年４月１日～平成 31年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）

(平成30年８月14日発表) 
１,３００ １０ ３０ ２０ ０.２０円

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １,１００ △９０ △６０ △７０ △０.７０円

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △２００ △１００ △９０ △９０ ― 

増  減  率 （  ％  ） △１５.４ ― ― ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（平成 3 0 年３月期）
１,０４５ △３０９ △２６７ △２７３ △２.７２円

 

 

修正の理由 

ニッケル事業においては米中経済摩擦の影響によりＬＭＥ価格が下落しており、前回予想した販売価

格を下方修正した結果、売上高が減少し、販売価格が在庫価格を下回ったため、また教育事業部におい

て生徒数が前回の予想を下回ったことにより、売上高の見直しをしたこととリストラに関わる経費増等

により、営業利益も減少しました。それにともない経常利益、当期純利益を見直し前回予想の修正を行

ないました。 

    

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 

上記の業績見通し及び将来の記述に関する記述は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基 

づいて作成しております。実際の実績については様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性 

があります。 

以 上 


